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開
元
寺
版
大
蔵
経
の
〈
修
〉
の
世
界
に
つ
い
て
の
一
、
二
の
問
題
―
―
墨
丁
追
刻
と
題
記
入
れ
木
―
―
牧
野
和
夫
は
じ
め
に
開
元
寺
版
の
補
刻
に
関
す
る
事
例
報
告
は
、
東
禅
寺
版
の
場
合
に
比
較
し
て
少
な
い
。
と
く
に
墨
丁
と
追
刻
に
つ
い
て
の
報
告
は
い
ま
だ
管
見
に
い
る
も
の
は
な
く
、
極
め
て
乏
し
い
、
と
い
え
よ
う
。
か
つ
て
「
宋
刊
一
切
経
に
関
す
る
一
、
二
の
問
題
」
と
題
し
て
公
開
研
究
発
表
会
で
行
っ
た
（
２
０
０
４
年
５
月
１４
日
於
京
都
国
立
博
物
館
会
議
室
）
発
表
の
一
部
で
東
寺
蔵
大
蔵
経
の
内
、
開
元
寺
版
に
存
す
る
墨
丁
の
こ
と
に
若
干
ふ
れ
た
が
、
詳
し
く
追
及
す
る
機
会
の
な
い
ま
ま
に
歳
月
が
過
ぎ
た
。
東
寺
蔵
大
蔵
経
の
内
の
『
度
世
品
経
』
巻
四
の
５
板
の
４
・
５
面
の
間
に
墨
丁
が
あ
る
こ
と
を
始
め
、
少
な
か
ら
ぬ
数
の
墨
丁
の
存
在
を
指
摘
し
た
（『
実
践
国
文
学
』
７５
号
、
２
０
０
８
年
３
月
刊
再
録
）。
本
稿
に
、
あ
え
て
資
料
を
加
え
て
開
元
寺
版
の
墨
丁
を
扱
う
の
は
、
２
０
０
９
年
８
月
３０
日
か
ら
９
月
２
日
の
会
期
で
開
催
さ
れ
た
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
（
於
中
国
杭
州
市
浙
江
工
商
大
学
日
本
文
化
研
究
所
）
に
お
い
て
「
日
本
現
存
宋
版
大
蔵
経
に
つ
い
て
の
一
、
二
の
問
題
」
の
題
目
で
発
表
し
開
元
寺
版
の
墨
丁
に
詳
細
な
考
察
を
加
え
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
時
間
的
な
制
約
も
あ
り
詳
述
に
及
ば
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
発
表
内
容
は
、
近
く
中
国
で
論
集
と
し
て
刊
行
予
定
。
ご
参
照
願
え
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
若
干
の
同
文
箇
所
を
共
有
す
る
こ
と
も
御
海
容
賜
り
た
い
）。
一
、
開
元
寺
版
の
墨
丁
と
追
刻：
事
例
報
告
―
佼
成
図
書
館
蔵
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
杭
州
で
の
発
表
に
も
触
れ
た
が
、
佼
成
図
書
館
に
は
、
巻
四
・
十
― １ ―
二
・
四
十
八
・
六
十
・
一
百
十
一
・
二
百
四
十
七
・
二
百
四
十
八
、
合
計
七
帖
の
開
元
寺
版
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。佼
成
図
書
館
蔵
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
十
二
の
〈
題
記
〉
に
「
前
住
福
州
東
禅
寺
沙
門
祖
意
募
諸
路
四
衆
寄
開
元
寺
補
完
経
板
恭
為
／
今
上
皇
帝
祝
延
聖
寿
文
武
官
僚
同
資
禄
位
／
至
正
元
年
辛
巳
歳
月
日
助
縁
比
丘

正
謹
題
」
と
あ
る
通
り
、
題
記
中
に
「
至
正
元
年
辛
巳
」
と
い
う
元
代
の
至
正
元
年
の
年
記
が
あ
り
、
一
三
四
一
年
に
刊
行
と
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
至
正
元
年
の
年
記
は
、
帖
全
体
の
刊
行
の
年
か
ど
う
か
、
つ
ま
び
ら
か
に
し
な
い
。
し
か
も
、

板
１
・
２
面
間
「
地
二
巻
三
遂
刀
」・

板
１
・
２
面
間
「
地
二
巻
四
遂
」
は
印
面
漫

、
刻
工
「
遂
」
と
あ
り
、
十
二
世
紀
末
刷
印
の
知
恩
院
蔵
本
や
醍
醐
寺
蔵
本
の
刻
工
名

板
「
遂
刀
」・

板
「
遂
」
と
同
じ
で
、
同
版
葉
か
と
推
測
で
き
る
。
即
ち
、
至
正
元
年
修
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
が
、
更
に
佼
成
図
書
館
蔵
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
一
百
十
一
に
、

板
（
５
面
１
紙
）
２
・
３
面
間
「
呉
一
巻
十
二
大
徳
丁
未
経
司
刊
換
」・「

板
１
・
２
面
間
大
徳
丁
未
経
司
刊
換
」
と
あ
る
。
大
徳
丁
未
年
は
、
大
徳
十
一
年
で
あ
り
、
一
三
〇
七
年
の
補
刻
葉
が
認
め
ら
れ
、
逓
修
版
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
〔
元
代
逓
修
〕
開
元
寺
版
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
の
ツ
レ
か
、
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、「
哈
佛
大
学
燕
京
図
書
館
」
な
ど
に
も
所
蔵
さ
れ
、
今
後
の
調
査
に
俟
つ
こ
と
は
多
い
。
こ
の
佼
成
図
書
館
蔵
開
元
寺
版
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
に
は
、
墨
丁
が
三
例
認
め
ら
れ
る
。
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
巻
二
百
四
十
七
閏

板
２
面
２
行
目
「
一
■
■
■
■
■
■
（
墨
丁
約
６
字
分
）
乂
刀
」

板
１
・
２
面
間
版
心
「
閏
七
巻
二
■
■
■
■
■
■
（
墨
丁
約
６
字
分
）
王
底
」
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
巻
二
百
四
十
八
閏

板
１
・
２
面
間
版
心
「
閏
八
巻
二
■
■
■
■
■
■
（
墨
丁
約
６
字
分
）
□
（
判
読
不
明
）
信
」
こ
の
墨
丁
箇
所
を
残
す
三
葉
が
、
い
つ
の
補
刻
時
期
に
係
る
も
の
か
、
定
か
で
は
な
い
。
開
元
寺
版
の
墨
丁
に
つ
い
て
の
報
告
を
先
の
東
寺
蔵
大
蔵
経
の
開
元
寺
版
に
指
摘
し
た
以
外
に
管
見
に
し
て
知
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
、
貴
重
な
事
例
で
あ
る
の
で
掲
示
し
て
お
く
。
今
後
の
調
査
に
お
い
て
、
更
に
増
加
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
こ
こ
で
佼
成
図
書
館
蔵
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
の
う
ち
で
留
意
す
べ
き
施
財
刊
語
と
刻
工
名
に
つ
い
て
摘
記
し
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
附
す
。
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
巻
六
十
宙
― ２ ―

板
１
・
２
面
間
「
宙
十
巻
四
嘉
定
庚
辰
経
司
換

洽
」

板
１
・
２
面
間
「
宙
十
巻
五
甲
辰
日
本
國
比
丘
浄
刹
捨
」

板
（
５
面
１
紙
）
１
・
２
面
間
「
宙
十
巻
八
日
本
国
北
京
法
華
寺
比
丘
意
教
捨
」

板
２
・
３
面
間
「
宙
十
巻
十
二
咸
淳
戊
辰
常
住
餘
利
刊
換
何
」

板
の
施
財
刊
語
か
ら
日
本
僧
浄
刹
の
捨
財
時
期
が
「
甲
辰
」
と
判
明
す
る
。「
浄
刹
」
の
名
は
書
陵
部
蔵
一
切
経
開
元
寺
版
に
も
見
え
、
「
甲
辰
」
は
淳
祐
四
年
（
一
二
四
四
）〈
日
本
の
寛
元
二
年
に
該
当
〉
で
あ
る
。
意
教
頼
賢
も
そ
の
頃
以
前
の
入
宋
で
あ
ろ
う
。

板
の
「
嘉
定
庚
辰
」
は
、
嘉
定
十
三
年
で
一
二
二
〇
年
に
あ
た
る
。「
咸
淳
戊
辰
」
は
、
咸
淳
四
年
、
一
二
六
八
年
に
該
当
す
る
。「

洽
」
の
補
刻
し
た
板
を
金
沢
文
庫
蔵
大
蔵
経
の
東
禅
寺
版
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
に
拾
う
な
ら
ば
、
次
の
三
事
例
を
掲
示
で
き
る
。
８
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
巻
八
「

廣
東
運
使
曽
寺
正
捨


洽
」
３６
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
巻
四
○
「

廣
東
運
使
曽

捨


洽
」
１９８
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
巻
二
二
○
「


洽

廣
東
運
使
寺
正
曽

捨
」
東
寺
蔵
宋
版
大
蔵
経
で
補
え
ば
大
般
若
經
第
百
十
九

板
１
・
２
面
間
版
心
「
廣
東
運
使
曽
寺
正
捨
／

洽
」
大
般
若
波
羅
蜜
多
經
巻
第
一
百
三
十
三
「
宿
三
巻
七

洽
刀
／
廣
東
運
使
寺
正
曽

捨
」
す
べ
て
施
財
刊
語
「
廣
東
運
使
寺
正
曽

捨
」
の
葉
を
担
当
し
て
い
る
。
曽

と
い
う
よ
り
広
東
の
官
署
の
公
費
を
も
っ
て
賄
わ
れ
た
と
い
う
べ
き
か
、
そ
の
版
刻
に
施
財
し
た
時
期
は
、
一
二
二
〇
年
の
頃
に
位
置
づ
け
て
よ
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。

板
の
「
嘉
定
庚
辰
」、
嘉
定
十
三
年
で
一
二
二
〇
年
に
あ
た
る
こ
と
に
ほ
ぼ
合
致
す
る
。
曽

が
刊
行
に
係
わ
っ
た
外
典
の
具
体
的
な
典
籍
一
点
を
紹
介
し
て
お
く
。
宋
代
の
寶
慶
元
年
（
一
二
二
五
）
刊
『
新
刊
校
定
集
註
杜
詩
』
存
六
巻
（
全
三
六
巻
）
三
冊
で
あ
る
。
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
で
『
静
嘉
堂
文
庫
宋
元
版
図
録
』（
２００
年
４
月
汲
古
書
院
）
に
書
誌
事
項
と
書
影
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
掲
出
す
る
。
『
静
嘉
堂
文
庫
宋
元
版
図
録
解
題
篇
』（
平
成
４
年
４
月
１
日
刊
汲
古
書
院
）
「
１０４
新
刊
校
定
集
註
杜
詩
存
六
巻
唐
杜
甫
撰
宋
郭
知
達
編
宋
寶
慶
元
年
刊
（
廣
東
漕
司
）
三
冊
寸
法
二
九
・
二
×
二
一
・
〇
糎
― ３ ―
版
式
左
右
雙
行
邊
（
二
四
・
三
×
一
七
・
七
糎
）
有
界
毎
半
葉
九
行
毎
行
一
六
字
注
文
雙
行
一
六
字
版
心
線
黒
口
雙
黒
魚
尾
刻
者
姓
名
大
小
字
数
刊
記
○
（
巻
七
―
一
一
各
巻
末
に
一
行
刊
記
）
寶
慶
乙
酉
（
一
〈
一
二
二
五
〉
年
）
廣
東
漕
司

板
○
（
巻
七
・
八
末
尾
に
四
行
列
銜
）
進
士
陳
大
信
／
潮
州
州
学
賓
辛
安
中
／
承
議
郎
前
通
判
韶
州
軍
州
事
劉
鎔
同
校
勘
／
朝
議
大
夫
廣
南
東
路
転
運
判
官
曾

宋
諱
玄
朗
敬
弘
匡
恒
貞

徴
桓
樹

慎
敦
廊
等
刻
者
姓
名
呉
文
彬
（
文
彬
）
上
官
生
劉
士
震
（
士
震
）
郭
淇
危
杰
敬
甫
呉
文
洪
恩
黄
申
黄
仲
朱
榮
葉
正
蕭
仁
岑
友

挙
莫
衍
范
貴
萬
中
萬
忠
余
太
余
中
楊
宜
楊
茂
劉
元
劉
千
劉
文
劉
用
魯
時
（
以
下
、
略
）」
仏
書
の
他
に
、
こ
う
し
た
典
籍
の
刊
行
に
長
財
を
投
じ
た
宋
代
の
転
運
司
の
活
動
を
、
む
し
ろ
軸
に
考
え
る
べ
き
点
も
多
い
。
地
方
官
公
署
の
刊
刻
へ
の
関
与
を
内
外
典
に
わ
た
る
両
面
か
ら
追
及
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
佼
成
図
書
館
蔵
本
に
お
い
て
次
に
留
意
す
べ
き
事
例
を
摘
記
す
る
と
、
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
巻
四
八

板
１
・
２
面
間
「
宇
八
巻
四
【
泉
州
徳
化
祖
明
捨
】
付
詔
刀
」

板
２
・
３
面
間
「
宇
八
巻
八
日
本
国
北
京
西
山
法
華
寺
比
丘
乗
蓮
捨
浚
刀
」
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
巻
二
四
七

板
１
・
２
面
間
「
閏
七
巻
六
日
本
国
比
丘
浄
刹
捨
」

板
（
５
面
１
紙
）
１
・
２
面
間
「
閏
七
巻
七
□
（
文
字
の
末
画
少
々
残
）
宗
萬
捨
】
詔
刀
」

板
２
・
３
面
間
「
閏
七
巻
十
二
日
本
国
比
丘
浄
刹
捨
」巻
四
十
八

板
「
付
詔
」・
巻
二
四
七

板
「
詔
」
に
つ
い
て
も
「

洽
」
と
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。
刻
工
名
「
付
詔
」
の
板
を
金
沢
文
庫
蔵
大
蔵
経
の
東
禅
寺
版
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
に
拾
う
な
ら
ば
、
次
の
事
例
を
掲
示
で
き
る
。
２７５
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
巻
三
○
九
「
	
知
蔵
道
永
化
【
帰
善
里
鄭
氏
二
娘
捨
一
千
刊
板
二
片
為
自
身
平
安
】
	
付
詔
」
２９７
大
般
若
説
羅
蜜
多
経
巻
三
三
二
「


来
儀
里
鄭
氏
真
求
捨


付
詔
」
３０５
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
巻
三
四
○
「

付
詔
刀

【
連
江
永
貴
林
徳
郷
捨
一
板
祈
安
【
甲
辰
化
主
道
永
】】
３３３
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
巻
三
六
八
「

【
乙
巳
住
神
光
比
丘
宗
浩
捨
十
板
】

付
詔
」
― ４ ―
３７８
大
般
若
波
羅
変
多
経
巻
四
二
二
「

住
檗
山
端
友
捨
□
千
二
百
修
板
為
□
□

付
詔
」
道
永
の
勧
進
活
動
は
、
東
禅
寺
版
の
墨
丁
・
追
雕
の
項
で
既
述
し
た
が
、「
甲
辰
」「
乙
巳
」
の
干
支
の
年
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
。
東
禅
寺
版
の
事
例
か
ら
帰
納
さ
れ
た
「
甲
辰
」「
乙
巳
」
が
、
即
ち
淳
祐
四
年
・
五
年
〈
日
本
寛
元
〈
一
二
四
四
・
一
二
四
五
〉）
と
比
定
さ
れ
る
。
巻
四
八

板
「
付
詔
」・
巻
二
四
七

板
「
詔
」
は
、
印
面
の
現
状
か
ら
判
断
す
る
と
淳
祐
四
年
・
五
年
の
補
刻
葉
の
刻
工
名
か
、
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
が
、「
付
詔
」
の
手
に
係
る
補
刻
葉
は
、
道
永
の
勧
縁
に
よ
る
施
財
刊
語
の
板
の
他
、
施
財
刊
語
「
廣
東
運
使
寺
正
曽

捨
」
の
補
刻
葉
も
担
当
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
金
沢
文
庫
蔵
大
蔵
経
に
も
、
２９８
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
巻
三
三
三
「

付
詔
刊

廣
東
運
使
寺
正
曽

捨
」
と
あ
る
。
東
寺
蔵
一
切
経
の
内
、
東
禅
寺
版
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
に
も
刻
工
名
「
付
詔
」
は
認
め
ら
れ
る
が
、
す
べ
て
「
廣
東
運
使
寺
正
曽

捨
」
と
結
ば
れ
て
い
る
。
巻
三
○
九

・
巻
三
三
二

・
巻
三
四
○

・
巻
三
六
八

・
巻
四
二
二

は
、
道
永
勧
化
の
施
財
刊
語
を
有
す
る
補
刻
葉
で
は
な
く
、
す
べ
て
刻
工
名
の
な
い
印
面
の
摩
滅
甚
だ
し
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
即
ち
、
東
寺
蔵
一
切
経
の
内
、
東
禅
寺
版
は
、
道
永
勧
化
の
淳
祐
四
年
・
五
年
頃
以
前
の
刷
印
に
係
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
に
関
し
て
は
、
既
に
指
摘
を
了
え
て
い
る
。
問
題
は
、「
付
詔
」
と
い
う
刻
工
の
活
躍
時
期
で
あ
る
。〈
墨
丁
・
追
刻
〉
の
シ
ス
テ
ム
を
想
定
・
導
入
す
る
以
前
の
旧
来
の
判
断
―
施
財
刊
語
と
刻
工
名
と
を
直
接
に
結
ぶ
―
を
以
て
す
れ
ば
、「
付
詔
」
は
一
二
二
〇
年
頃
の
「
廣
東
運
使
寺
正
曽

捨
」
の
時
点
よ
り
一
二
四
四
・
一
二
四
五
年
頃
の
道
永
勧
化
の
時
期
ま
で
二
十
年
間
以
上
、
東
禅
寺
・
開
元
寺
両
版
の
補
刻
事
業
に
係
っ
た
よ
う
に
想
像
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
東
禅
寺
版
の
墨
丁
・
追
雕
の
項
の
事
例
か
ら
類
推
可
能
と
な
っ
た
こ
と
は
、
付
詔
の
補
刻
時
期
は
一
二
二
四
年
頃
の
「
廣
東
運
使
寺
正
曽

」
捨
財
に
よ
る
補
刻
葉
の
時
点
に
極
め
て
近
い
時
期
（
一
二
二
〇
年
代
初
前
期
頃
を
想
定
）
で
、
そ
の
補
刻
時
の
墨
丁
箇
所
に
、
約
二
十
年
後
の
道
永
化
縁
に
よ
る
施
財
を
追
雕
し
た
。
そ
の
痕
跡
が
【
】
に
囲
ま
れ
た
施
財
刊
語
で
あ
っ
た
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
従
っ
て
、
佼
成
図
書
館
蔵
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
四
八

板
の
１
・
２
面
間
版
心
「
宇
八
巻
四
【
泉
州
徳
化
祖
明
捨
】
付
詔
刀
」
は
、「
付
詔
」
の
補
刻
時
点
で
は
「
宇
八
巻
四
■
■
■
■
■
■
■
付
詔
刀
」
で
あ
り
、
佼
成
図
書
館
蔵
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
二
四
七

板
（
５
面
１
紙
）
１
・
２
面
間
版
心
「
閏
七
巻
七
□
― ５ ―
（
文
字
の
末
画
少
々
残
）
宗
萬
捨
】
詔
刀
」
は
、「
付
詔
」
の
補
刻
時
点
で
は
「
閏
七
巻
七
■
■
■
■
■
■
■
詔
刀
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
推
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
道
永
勧
化
に
応
じ
た
施
主
た
ち
の
長
財
は
、
追
雕
と
い
う
形
の
〔
東
禅
寺
・
開
元
寺
両
大
蔵
経
補
刻
勧
進
刊
行
シ
ス
テ
ム
〕
の
中
で
版
刻
資
金
と
な
っ
て
廻
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
詳
細
は
、
近
刊
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文
集
所
収
「
日
本
現
存
宋
版
大
蔵
経
に
つ
い
て
の
一
、
二
の
問
題
」
に
譲
る
の
で
、
御
参
照
願
い
た
い
。
「
衆
縁
を
募
る
勧
進
開
始
の
年
月
日
、
版
木
を
刻
雕
し
た
年
月
記
、
施
財
刊
語
と
し
て
版
心
や
尾
題
後
の
ス
ペ
ー
ス
な
ど
へ
追
雕
・
入
れ
木
な
ど
を
し
た
年
月
記
、
そ
の
乖
離
に
こ
そ
、
連
続
し
て
回
転
資
金
を
廻
し
継
続
刊
行
し
て
い
く
大
部
な
経
典
（「
私
版
」
大
蔵
経
刊
行
な
ど
）
の
「
開
版
勧
進
シ
ス
テ
ム
」
の
徴
証
が
あ
り
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
こ
そ
北
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
経
典
刊
行
勧
進
活
動
の
ひ
と
つ
の
典
型
的
な
シ
ス
テ
ム
で
は
な
か
っ
た
か
（
日
本
の
場
合
に
も
、
適
用
可
能
な
シ
ス
テ
ム
）、
と
考
え
て
い
る
」
こ
と
に
つ
い
て
詳
論
し
た
。
二
題
記
の
問
題
と
現
存
大
蔵
経
の
将
来
・
逓
蔵
に
関
す
る

伝
承

の
再
検
討
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
に
つ
い
て
、
題
記
の
問
題
は
極
め
て
重
要
な
課
題
を
古
く
か
ら
研
究
者
に
つ
き
つ
け
て
き
た
。
次
に
掲
出
す
る
の
は
東
禅
寺
版
巻
首
三
行
題
記
の
典
型
的
な
例
で
あ
る
。
福
州
東
禅
等
覚
院
住
持
慧
空
大
師
沖
真
於
元
豊
三
年
庚
申
歳
勤
謹
募
衆
縁
開
大
蔵
経
印
板
一
副
上
祝
今
上
皇
帝
聖
寿
無
窮
国
泰
民
安
法
輪
常
転
金
剛
峰
寺
蔵
東
禅
寺
版
『
法
苑
珠
林
』
巻
第
一
（
杜
４８１
）
の
巻
首
の
題
記
で
あ
る
が
、
そ
の
巻
末
に
は
、
弟
子
趙
逵
為
亡
室
関
三
十
五
娘
請
」
僧
礼
誦
仏
名
経
一
百
部
僧
集
成
伯
修
等
勧
」
…
…
」
元
豊
八
年
乙
丑
歳
六
月
十
五
日
謹
題
」
…
…
と
の
施
財
記
が
あ
る
こ
と
は
小
川
貫
弌
氏
「
福
州
崇
寧
万
寿
大
蔵
の
雕
造
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
６
・
２
１
９
５
８
年
）
が
留
意
さ
れ
て
、
題
記
の
年
月
が
必
ず
し
も
そ
の
開
板
年
月
を
示
し
て
は
い
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
同
じ
く
金
剛
峰
寺
蔵
東
禅
寺
版
『
法
苑
珠
林
』
巻
第
五
十
巻
首
福
州
東
禅
等
覚
院
住
持
傳
法
賜
紫
智
華
與
僧
契
璋
等
謹
募
衆
縁
恭
為
今
上
皇
帝
太
皇
太
后
皇
太
后
祝
延
聖
寿
国
泰
民
安
開
鏤
大
蔵
経
印
板
一
副
計
五
百
餘
函
元
豊
三
年
六
月
日
謹
題
と
の
題
記
に
対
し
て
巻
末
に
女
弟
子
黄
二
十
娘
捨
銭
開
此
巻
願
延
景
福
元
豊
八
年
十
月
日
慧
空
大
師
沖
真
と
の
施
財
記
が
あ
り
、
同
様
な
年
記
の
ズ
レ
が
あ
る
。
巻
末
の
尾
題
後
に
年
月
の
記
は
な
い
も
の
の
、
施
財
記
を
刻
す
る
事
例
が
東
禅
― ６ ―
寺
版
に
は
頻
出
す
る
が
、
詳
細
は
省
略
す
る
。
こ
の
題
記
の
年
記
と
施
財
刊
語
の
年
記
と
の
乖
離
が
開
元
寺
版
に
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
、
野
沢
佳
美
氏
が
金
沢
文
庫
蔵
大
蔵
経
の
開
元
寺
版
の
事
例
を
挙
げ
て
報
告
さ
れ
た
（「
金
沢
文
庫
蔵
宋
（
福
州
）
版
一
切
経
に
つ
い
て
」『
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
保
管
宋
版
一
切
経
目
録
』
一
九
九
八
年
）。
ま
た
、
近
時
、
公
刊
さ
れ
た
同
氏
「
宋
・
福
州
版
開
元
寺
蔵
の
題
記
に
つ
い
て
―
整
理
と
問
題
点
―
」（『
立
正
大
学
文
学
部
論
叢
』
１２９
号
２
０
０
９
年
３
月
）
に
お
い
て
も
知
恩
院
蔵
の
「
開
元
寺
蔵
本
に
も
い
く
つ
か
確
認
」
し
て
問
題
を
提
起
し
た
。
こ
こ
で
、
題
記
の
問
題
か
ら
の
展
開
と
し
て
、
ひ
と
つ
の
重
要
な
問
題
提
起
を
紹
介
し
た
い
。
野
澤
氏
「
宋
・
福
州
版
開
元
寺
蔵
の
題
記
に
つ
い
て
―
整
理
と
問
題
点
―
」
の
指
摘
に
次
の
よ
う
な
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
「
開
元
寺
蔵
の
冒
頭
に
置
か
れ
る
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
第
一
（
天
）
の
題
記
に
二
種
類
」
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
【
東
寺
蔵
開
元
寺
版
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
一
（
六
百
巻
〔
仁
治
三
（
一
二
四
二
）
年
行
遍
東
寺
施
入
本
〕）】
の
題
記
は
福
州
開
元
禅
寺
住
持
伝
法
賜
紫
沙
門
本
明
与
蔡
俊
臣
陳
詢
陳
靖
劉
漸
等
募
等
縁
恭
為
」
今
上
皇
帝
祝
延
聖
寿
文
武
官
僚
同
資
禄
位
雕
造
」
毘
盧
大
蔵
経
印
板
一
副
計
五
百
余
函
時
政
和
乙
未
歳
六
月
日
勧
縁
沙
門
行
崇
謹
題
で
あ
り
、【
知
恩
院
蔵
大
蔵
経
の
内
、
開
元
寺
版
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
一
】
の
題
記
は
福
州
衆
縁
寄
開
元
寺
雕
経
都
会
蔡
俊
臣
陳
詢
陳
靖
劉
漸
与
證
会
住
持
沙
門
本
明
恭
為
」
今
上
皇
帝
祝
延
聖
寿
文
武
官
僚
同
資
禄
位
雕
造
」
毘
盧
大
蔵
経
印
板
一
副
計
五
百
余
函
時
政
和
乙
未
歳
六
月
日
勧
縁
沙
門
行
崇
謹
題
で
あ
る
。
野
澤
氏
は
、
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。「
開
元
寺
蔵
本
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
第
一
の
題
記
に
は
、
年
月
・
題
記
執
筆
者
は
同
一
な
が
ら
、
冒
頭
一
行
目
に
表
記
を
異
に
す
る
【
東
寺
本
】
題
記
と
【
知
恩
院
本
】
題
記
と
の
二
種
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
東
寺
は
宋
版
大
蔵
経
一
蔵
を
所
蔵
し
て
お
り
、
そ
の
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
は
東
禅
寺
版
主
体
で
あ
り
、
巻
一
は
東
禅
寺
版
で
比
較
で
き
な
い
が
、
右
に
掲
出
し
た
題
記
は
仁
治
三
（
一
二
四
二
）
年
に
行
遍
が
東
寺
へ
施
入
し
た
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
六
百
巻
の
巻
一
の
も
の
で
、
開
元
寺
版
で
あ
る
。
知
恩
院
蔵
大
蔵
経
の
内
、
開
元
寺
版
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
一
の
題
記
と
併
せ
て
み
る
と
、
宋
代
開
元
寺
版
大
蔵
経
の
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
一
第
一
板
と
い
う
同
一
経
典
の
同
一
板
に
二
種
類
の
板
木
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
既
に
披
見
を
了
え
て
い
る
宋
版
大
蔵
経
に
基
づ
い
た
若
干
の
知
見
か
ら
形
態
的
な
面
に
つ
い
て
言
及
す
る
な
ら
ば
、『
国
宝
・
重
要
文
化
― ７ ―
財
大
全
（
書
跡
上
巻
）』
七
巻
（
毎
日
新
聞
社
刊
１
９
９
８
年
７
月
）
所
収
東
寺
蔵
開
元
寺
版
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
一
（
六
百
巻
〔
仁
治
三
（
一
二
四
二
）
年
行
遍
東
寺
施
入
本
〕）
の
巻
首
書
影
に
よ
る
と
、
題
記
第
一
行
「
福
州
開
元
禅
寺
住
持
伝
法
賜
紫
沙
門
本
明
与
蔡
俊
臣
陳
詢
陳
靖
劉
漸
等
募
等
縁
恭
為
」
は
、
と
く
に
埋
め
木
を
推
測
さ
せ
る
痕
跡
を
見
な
い
。
印
面
は
清
爽
で
あ
る
。
さ
ら
に
第
一
板
第
五
行
下
方
に
刻
工
一
字
名
「
劉
」
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
情
報
に
若
干
の
知
見
を
加
え
る
な
ら
ば
、
知
恩
院
蔵
（
大
蔵
経
の
内
）
開
元
寺
版
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
一
第
一
板
第
五
行
下
方
に
も
刻
工
一
字
名
「
劉
」
が
あ
る
こ
と
、「
二
百
二
十
六
帖
及
び
残
欠
が
伝
襲
」（
破
石
澄
元
・
政
次
浩
氏
「
中
尊
寺
大
長
寿
院
蔵
宋
版
経
調
査
概
報
」〈『
中
尊
寺
仏
教
文
化
研
究
所
論
集
』
２
号
２
０
０
４
年
３
月
〉）
さ
れ
る
中
尊
寺
蔵
宋
版
大
蔵
経
の
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
三
百
一
（
大
般
若
で
残
存
す
る
唯
一
の
も
の
）
は
開
元
寺
版
で
題
記
は
、
知
恩
院
蔵
本
と
同
じ
く
福
州
衆
縁
開
元
寺
雕
経
都
会
蔡
俊
臣
陳
詢
陳
靖
劉
漸
与
證
会
住
持
沙
門
本
明
恭
為
」
今
上
皇
帝
祝
延
聖
寿
文
武
官
僚
同
資
禄
位
雕
造
」
毘
盧
大
蔵
経
印
板
一
副
計
五
百
余
函
時
政
和
乙
未
歳
六
月
日
勧
縁
沙
門
行
崇
謹
題
で
あ
る
。
第
一
行
は
全
体
に
磨
滅
が
認
め
ら
れ
、
と
く
に
「
福
州
衆
縁
寄
開
元
寺
雕
経
」
の
九
文
字
は
破
損
と
も
受
け
取
ら
れ
か
ね
な
い
印
面
で
、
網
か
け
個
所
は
判
読
不
能
、
第
一
板
の
印
面
全
体
の
良
好
な
印
象
と
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
で
あ
る
。
中
尊
寺
蔵
宋
版
大
蔵
経
の
『
雑
阿
含
経
』
巻
四
十
六
も
開
元
寺
版
で
あ
る
が
、
巻
首
題
記
三
行
分
を
空
白
に
し
て
お
り
、
刷
印
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
巻
首
題
記
部
分
三
行
空
白
の
事
例
は
、
金
沢
文
庫
蔵
本
・
書
陵
部
蔵
本
な
ど
に
も
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
『
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
保
管
宋
版
一
切
経
目
録
』
に
既
に
指
摘
が
あ
る
。
知
恩
院
蔵
本
に
も
多
い
。
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
・
思
渓
版
の
三
版
か
ら
な
る
混
合
蔵
の
中
尊
寺
蔵
大
蔵
経
に
つ
い
て
、
前
掲
「
調
査
概
報
」
が
開
版
刊
記
で
「
最
も
遅
い
も
の
は
開
元
寺
版
『
阿
育
王
伝
』
巻
四
な
ど
の
紹
興
十
八
（
一
一
四
八
）
年
」
で
あ
り
、
ま
た
思
渓
版
『
法
苑
珠
林
』
巻
七
十
に
あ
る
施
入
墨
書
に
「
紹
興
十
六
年
八
月
」
の
年
記
が
あ
る
こ
と
、
し
か
も
『
西
字
音
釈
』
に
は
「
明
州
城
下
吉
祥
院
大
蔵
経
」
朱
文
印
が
捺
さ
れ
、
思
渓
版
『
法
苑
珠
林
』
巻
八
十
一
に
「
捨
入
吉
祥
大
蔵
内
」
の
施
入
墨
書
が
あ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
事
実
を
踏
ま
え
て
「
吉
祥
院
へ
の
入
蔵
が
紹
興
十
八
（
一
一
四
八
）
直
後
に
完
了
し
た
と
は
考
え
に
く
い
」
と
推
定
さ
れ
た
。
少
な
く
と
も
十
二
世
紀
半
ば
頃
の
刷
印
を
予
想
で
き
る
中
尊
寺
蔵
開
元
寺
版
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
三
百
一
の
題
記
第
一
行
が
既
に
「
福
州
衆
縁
寄
開
元
寺
雕
経
都
会
蔡
俊
臣
陳
詢
陳
靖
劉
漸
与
證
会
住
持
沙
門
本
明
恭
為
」
と
作
り
、
と
く
に
「
福
州
衆
縁
寄
開
元
寺
雕
経
」
の
九
文
字
は
破
損
と
も
受
け
取
ら
れ
か
ね
な
い
状
況
で
あ
― ８ ―
る
こ
と
、
こ
れ
に
十
二
世
紀
後
末
期
頃
刷
印
の
知
恩
院
蔵
大
蔵
経
の
開
元
寺
版
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
一
第
一
板
と
第
五
行
下
方
の
刻
工
一
字
名
「
劉
」
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
併
せ
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
必
然
的
に
仁
治
三
年
施
入
本
の
東
寺
蔵
開
元
寺
版
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
一
の
題
記
、
す
な
わ
ち
、
題
記
第
一
行
「
福
州
開
元
禅
寺
住
持
伝
法
賜
紫
沙
門
本
明
与
蔡
俊
臣
陳
詢
陳
靖
劉
漸
等
募
等
縁
恭
為
」
と
作
る
三
行
題
記
が
入
れ
木
前
の
、
よ
り
早
印
の
も
の
と
判
断
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
題
記
第
一
行
目
を
未
刷
印
空
白
に
作
る
経
典
帖
冊
も
あ
る
〔
醍
醐
寺
蔵
本
な
ど
〕。
本
明
と
蔡
俊
の
位
置
（
役
職
）
の
逆
転
が
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
な
の
か
、
不
審
点
は
今
後
の
課
題
と
し
て
残
る
。
東
寺
蔵
大
蔵
経
に
例
を
採
れ
ば
、
更
に
奇
妙
な
こ
と
に
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
ス
に
出
く
わ
す
の
で
あ
る
。『
大
寶
積
経
』
を
例
に
し
て
示
す
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

や

は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
板
と
二
板
を
指
す
。
従
っ
て
「

陳
通
刊
（
１
・
２
間
）」
は
、
一
板
の
第
一
面
と
第
二
面
の
間
に
版
心
が
あ
り
、
刻
工
の
名
を
含
め
て
「
陳
通
刊
」
と
刻
す
る
こ
と
を
表
す
。
な
お
、
こ
こ
に
使
用
し
た
東
寺
蔵
大
蔵
経
の
調
査
資
料
は
既
に
多
く
を
例
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
二
〇
〇
四
年
京
都
国
立
博
物
館
で
の
研
究
報
告
）。
ａ
大
寶
積
経
巻
一
千
字
文
「
龍
」
題
記
「
福
州
衆
縁
寄
開
元
寺
雕
経
都
会
蔡
俊
臣
陳
詢
陳
靖
劉
漸
与
證
会
住
持
沙
門
本
明
恭
為
／
今
上
皇
帝
祝
延
聖
寿
文
武
官
僚
同
資
禄
位
雕
造
／
毘
盧
大
蔵
経
印
板
一
副
計
五
百
余
函
時
政
和
壬
辰
歳
十
月
日
勧
縁
沙
門
本
悟
謹
題
」

浚
刀
（
１
・
２
間
）
施
財
刊
語
「
候
官
縣
聚
星
里
呉
泗
得
捨
五
片
祈
保
平
安
」（
１
面
６
行
）
以
下
、
参
考
ま
で
に
墨
丁
箇
所
を
三
例
挙
げ
て
お
く
。
ｂ
大
寶
積
経
巻
二
千
字
文
・
題
記
：
巻
一
に
同
じ

陳
通
刊
（
１
・
２
間
）

「
龍
二
巻
九
■
■
■
■
■
」
印
面
良
。
ｃ
大
寶
積
経
巻
五

「
龍
五
巻
九
■
■
■
■
■
」
印
面
良
ｄ
大
寶
積
経
巻
十

「
龍
十
巻
十
一
■
■
■
■
■
」
印
面
良
ｅ
大
寶
積
経
巻
十
一
千
字
文
「
師
」
題
記
：
巻
一
に
同
じ

林
賜
（
２
・
３
間
）
施
財
刊
語
「
候
官
縣
新
興
里
信
女
江
氏
五
四
娘
捨
」

「
師
一
巻
七
■
■
■
■
■
」
印
面
良
、
第
二
・
四
面
も
墨
丁
ｆ
大
寶
積
経
巻
二
十
一
題
記
：「
福
州
衆
縁
寄
開
元
寺
雕
経
都
会
蔡
俊
臣
陳
詢
陳
靖
劉
漸
与
證
会
住
持
沙
門
本
明
恭
為
／
今
上
皇
帝
祝
延
聖
寿
文
武
官
僚
同
資
禄
位
雕
造
／
毘
盧
大
蔵
経
印
板
一
副
計
五
百
余
函
時
政
和
壬
辰
歳
十
一
月
日
勧
縁
沙
門
行
崇
謹
題
」

刻
工
名
無
し
施
財
刊
語
「
住
香
厳
比
丘
妙
傑
為
先
師
圓
庵
和
尚
捨
」（
３
面
２
行
下
方
）
印
面
良
ｇ
大
寶
積
経
巻
二
十
二
〜
二
十
六
千
字
文
「
火
」
題
記
「
福
州
衆
縁
寄
開
元
寺
雕
経
都
会
蔡
俊
臣
陳
詢
陳
靖
劉
漸
与
證
会
住
持
沙
― ９ ―
門
本
明
恭
為
」
今
上
皇
帝
祝
延
聖
寿
文
武
官
僚
同
資
禄
位
雕
造
」
毘
盧
大
蔵
経
印
板
一
副
計
五
百
余
函
時
政
和
乙
未
歳
十
月
日
勧
縁
沙
門
本
悟
謹
題
」
ｈ
大
寶
積
経
巻
二
十
七
千
字
文
「
火
」
題
記
：
三
行
分
未
刷
（
５
・
４
㎝
幅
）

刻
工
名
無
し
印
面
良
ｉ
大
寶
積
経
巻
二
十
八
千
字
文
「
火
」
題
記
：
三
行
分
未
刷

刻
工
名
無
し
「
住

清
仁
王
院
比
丘
處
瑛
捨
」（
１
面
６
行
）
印
面
良
ｊ
大
寶
積
経
巻
二
十
九
千
字
文
「
火
」
題
記
：
三
行
分
未
刷
（
参
考
：
匡
郭
天
辺
に
一
部
見
ゆ
「
－
」
と
）

（
２
・
３
間
）
「
浚
刀
／
懐
安
縣
鍾
山
里
李
氏
五
四
娘
祈
保
平
安
捨
」（
２
・
３
間
）
印
面
良
ｋ
大
寶
積
経
巻
三
十
千
字
文
「
火
」
題
記
：
巻
一
に
同
じ

「（
１
面
６
行
下
）
懐
安
縣
孝
仁
里
鄭
太
庚
敬
捨
祈
保
平
安
／
（
２
・
３
間
）
浚
」
印
面
良
ｌ
大
寶
積
経
巻
四
十
一
千
字
文
「
烏
」
題
記
「
福
州
衆
縁
寄
開
元
寺
雕
経
都
会
蔡
俊
臣
陳
詢
陳
靖
劉
漸
与
證
会
住
持
沙
門
本
明
〔
１
格
分
ア
ケ
。
入
れ
木
の
問
題
が
係
わ
る
か
〕
恭
為
／
今
上
皇
帝
祝
延
聖
寿
文
武
官
僚
同
資
禄
位
雕
造
／
毘
盧
大
蔵
経
印
板
一
副
計
五
百
余
函
時
政
和
壬
辰
歳
十
月
日
勧
縁
沙
門
本
悟
謹
題
」

「
陳
延
」（
２
面
１
行
下
方
）
印
面
良
ｍ
大
寶
積
経
巻
四
十
四
千
字
文
「
烏
」
題
記
「
福
州
衆
縁
寄
開
元
寺
雕
経
都
会
蔡
俊
臣
陳
詢
陳
靖
劉
漸
与
證
会
住
持
沙
門
本
明
恭
為
／
今
上
皇
帝
祝
延
聖
寿
文
武
官
僚
同
資
禄
位
雕
造
／
毘
盧
大
蔵
経
印
板
一
副
計
五
百
余
函
時
政
和
壬
辰
歳
十
月
日
勧
縁
沙
門
行
悟
謹
題
」

刻
工
名
無
し
印
面
良
ｎ
大
寶
積
経
巻
四
十
六
千
字
文
「
烏
」
題
記
「
福
州
衆
縁
寄
開
元
寺
雕
経
都
会
蔡
俊
臣
陳
詢
陳
靖
劉
漸
与
證
会
住
持
沙
門
本
明
■
恭
為
／
今
上
皇
帝
祝
延
聖
寿
文
武
官
僚
同
資
禄
位
雕
造
／
毘
盧
大
蔵
経
印
板
一
副
計
五
百
余
函
時
政
和
壬
辰
歳
十
月
日
勧
縁
沙
門
本
悟
謹
題
」

「
林
盛
」
印
面
良
ｏ
大
寶
積
経
巻
四
十
八
千
字
文
「
烏
」
題
記
：
三
行
分
未
刷

刻
工
名
無
し
「
住
浦
華
厳
比
丘
覚
尹
為
恩
友
捨
」（
１
面
６
行
）
印
面
良
ｐ
大
寶
積
経
巻
四
十
九
千
字
文
「
烏
」
題
記
「
福
州
衆
縁
寄
開
元
寺
雕
経
都
会
蔡
俊
臣
陳
詢
陳
靖
劉
漸
与
證
会
住
持
沙
門
本
明
（
二
字
分
空
格
）
／
今
上
皇
帝
祝
延
聖
寿
文
武
官
僚
同
資
禄
位
雕
造
／
毘
盧
大
蔵
経
印
板
一
副
計
五
百
余
函
時
政
和
壬
辰
歳
十
月
日
勧
縁
沙
門
本
悟
謹
題
」

刻
工
名
無
し
「
住

清
仁
王
院
比
丘
處
瑛
捨
」（
１
・
２
間
）
印
面
良
ｎ
巻
四
十
六
に
は
刻
工
名
「
林
盛
」
と
あ
り
補
刻
葉
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
ｐ
巻
四
十
九
に
は
施
財
刊
語
「
住

清
仁
王
院
比
丘
處
瑛
捨
」（
１
・
２
間
）
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
印
面
良
好
で
、
題
記
も
原
刻
で
は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
際
に
ｎ
巻
四
十
六
の
題
記
―１０―
一
行
目
「
本
明
」
の
下
に
ゲ
タ
状
に
「
■
」
が
あ
る
こ
と
や
ｐ
巻
四
十
九
の
題
記
一
行
目
「
本
明
」
の
下
に
「
恭
為
」
二
字
分
が
空
格
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
留
意
さ
れ
る
。
補
刻
の
際
に
底
本
と
し
た
原
刻
葉
の
題
記
一
行
目
の
ゲ
タ
状
の
「
■
」
や
「
恭
為
」
二
字
分
の
判
読
不
明
箇
所
が
存
在
し
た
可
能
性
を
想
定
で
き
そ
う
で
あ
る
。
若
干
の
知
見
を
加
え
る
な
ら
ば
、「
二
百
二
十
六
帖
及
び
残
欠
が
伝
襲
」（
破
石
澄
元
・
政
次
浩
氏
「
中
尊
寺
大
長
寿
院
蔵
宋
版
経
調
査
概
報
」〈『
中
尊
寺
仏
教
文
化
研
究
所
論
集
』
２
号
２
０
０
４
年
３
月
〉）
さ
れ
る
中
尊
寺
蔵
宋
版
大
蔵
経
の
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
三
百
一
（
大
般
若
で
残
存
す
る
唯
一
の
も
の
）
は
開
元
寺
版
で
題
記
は
、
知
恩
院
蔵
本
と
同
じ
く
福
州
衆
縁
開
元
寺
雕
経
都
会
蔡
俊
臣
陳
詢
陳
靖
劉
漸
与
證
会
住
持
沙
門
本
明
恭
為
」
今
上
皇
帝
祝
延
聖
寿
文
武
官
僚
同
資
禄
位
雕
造
」
毘
盧
大
蔵
経
印
板
一
副
計
五
百
余
函
時
政
和
乙
未
歳
六
月
日
勧
縁
沙
門
行
崇
謹
題
で
あ
る
。
第
一
行
は
全
体
に
磨
滅
が
認
め
ら
れ
、
と
く
に
「
福
州
衆
縁
寄
開
元
寺
雕
経
」
の
九
文
字
は
破
損
と
も
受
け
取
ら
れ
か
ね
な
い
印
面
で
、
網
か
け
個
所
は
判
読
不
能
に
近
く
、
第
一
板
の
印
面
全
体
の
良
好
な
印
象
と
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
で
あ
る
。〈
修
〉
の
の
行
わ
れ
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
第
一
行
を
全
体
か
、
部
分
か
、
慎
重
な
判
断
を
俟
ち
た
い
が
、
削
り
と
り
「
入
れ
木
」
を
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
原
刻
葉
題
記
第
一
行
目
「
福
州
開
元
禅
寺
住
持
伝
法
賜
紫
沙
門
本
明
与
蔡
俊
臣
陳
詢
陳
靖
劉
漸
等
募
等
縁
恭
為
」
を
削
り
、
入
れ
木
し
て
「
福
州
衆
縁
開
元
寺
雕
経
都
会
蔡
俊
臣
陳
詢
陳
靖
劉
漸
与
證
会
住
持
沙
門
本
明
恭
為
」
と
つ
く
っ
た
の
で
あ
る
。ま
た
、
巻
二
十
七
か
ら
巻
二
十
九
は
、
巻
首
題
記
三
行
分
は
空
白
に
な
っ
て
お
り
刷
印
し
な
か
っ
た
事
例
で
あ
る
。
こ
う
し
た
巻
首
題
記
部
分
三
行
空
白
の
事
例
は
、
刷
印
時
期
の
極
め
て
早
い
中
尊
寺
蔵
宋
版
大
蔵
経
に
指
摘
で
き
、
東
寺
蔵
大
蔵
経
よ
り
早
印
の
知
恩
院
蔵
大
蔵
経
に
も
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
中
尊
寺
蔵
宋
版
大
蔵
経
の
『
雑
阿
含
経
』
巻
四
十
六
も
開
元
寺
版
で
あ
る
が
、
巻
首
題
記
三
行
分
は
空
白
に
な
っ
て
お
り
刷
印
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
巻
首
題
記
部
分
三
行
空
白
の
事
例
は
、
金
沢
文
庫
蔵
本
・
書
陵
部
蔵
本
な
ど
に
も
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
『
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
保
管
宋
版
一
切
経
目
録
』
に
既
に
指
摘
が
あ
る
。
巻
首
題
記
部
分
三
行
空
白
の
事
例
は
知
恩
院
蔵
本
に
も
多
い
が
、
事
例
は
省
略
す
る
（
知
恩
院
蔵
宋
刊
大
蔵
経
調
査
の
具
体
的
な
デ
ー
タ
に
多
く
の
知
見
を
得
て
い
る
が
、
今
回
は
略
す
）。
醍
醐
寺
蔵
大
蔵
経
に
は
、
題
記
第
一
行
の
刷
ら
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
頻
出
す
る
。
試
み
に
、
開
元
寺
版
の
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
で
示
す
な
ら
ば
、
巻
第
一
〜
二
十
（
千
字
文
番
号
：
天
・
地
）
迄
は
す
べ
て
題
記
三
行
を
刷
印
し
、「
福
州
衆
縁
寄
開
元
寺
雕
経
都
会
蔡
俊
臣
陳
詢
陳
靖
劉
漸
与
證
会
住
持
沙
門
本
明
恭
為
／
今
上
皇
帝
祝
―１１―
延聖
寿
文
武
官
僚
同
資
禄
位
雕
造
／
毘
盧
大
蔵
経
印
板
一
副
計
五
百
余
函
時
政
和
…
歳
…
月
日
勧
縁
沙
門
行
崇
謹
題
」
と
作
る
。
以
下
に
巻
第
二
〇
〇
〜
三
〇
〇
迄
を
例
に
題
記
第
一
行
未
刷
の
ケ
ー
ス
を
報
告
す
る
。
巻
第
二
百
四
十
七
閏
第
一
行
未
刷
巻
第
二
百
四
十
八
閏
第
一
行
未
刷
「〔
第
一
行
空
白
〕
／
今
上
皇
帝
祝
延
〔
〕
文
武
官
僚
〔
〕
禄
位
雕
造
□
／
毘
廬
時
政
和
乙
未
歳
十
月
日
勧
縁
沙
門
行
崇
謹
題
／
」
と
あ
る
。
題
記
第
一
行
未
刷
の
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
「
福
州
衆
縁
寄
開
元
寺
雕
経
都
会
蔡
俊
臣
陳
詢
陳
靖
劉
漸
与
證
会
住
持
沙
門
本
明
恭
為
（
刷
印
な
し
・
空
白
）
／
今
上
皇
帝
祝
延
聖
寿
文
武
官
僚
同
資
禄
位
雕
造
／
毘
盧
大
蔵
経
印
板
一
副
計
五
百
余
函
時
政
和
…
歳
…
月
日
勧
縁
沙
門
行
崇
謹
題
」
網
掛
け
部
分
が
空
白
で
刷
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
例
は
、
試
み
に
挙
げ
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
巻
数
題
記
政
和
月
第
一
板
刻
工
名
第
一
板
印
面
刷
状
態
巻
二
百
三
十
一
蔵
十
月
行
崇
、
「
正
」
良
巻
二
百
三
十
二「
八
月
日
」
「
王
忠
刀
」
良
巻
二
百
三
十
三「
三
月
日
」
「
丁
光
刊
」
良
巻
二
百
三
十
四「
八
月
日
」
「
王
右
」
良
巻
二
百
三
十
五「
十
月
」
「
興
」
良
巻
二
百
三
十
六「
八
月
」
「
木
刀
」
良
巻
二
百
三
十
七「
十
月
」
「
王
右
刀
」
良
巻
二
百
三
十
八「
十
月
」
ナ
シ
良
巻
二
百
三
十
九「
八
月
」
「
王
忠
刀
」
良
巻
二
百
四
十「
八
月
」
「
王
忠
刀
」
良
巻
二
百
四
十
一「
乙
未
歳
三
月
日
行
崇
」
「
賜
刀
」
良
巻
二
百
四
十
二「
十
月
行
崇
」
「
附
刀
」
や
や
良
巻
二
百
四
十
三「
十
月
行
崇
」
「
木
工
田
刀
」
良
巻
二
百
四
十
四「
十
月
」
「
奴
」
普
通
巻
二
百
四
十
五「
十
月
」
「
記
」
良
巻
二
百
四
十
六「
十
月
」
「

高
」
良
巻
二
百
四
十
七＝
前
出
「
蔡
四
十
一
」
普
・
や
や
悪
巻
二
百
四
十
八「
十
月
」
ナ
シ
普
巻
二
百
四
十
九「
十
月
」
「
附
刀
」
良
巻
二
百
五
十「
八
月
行
崇
」
「
丁
」
良
巻
二
百
五
十
一
〜
二
百
六
十
迄「
陳
清
造
」（
単
枠
墨
文
印
）
―１２―
巻
二
百
五
十
一
餘「
八
月
行
崇
」
「
劉
」
良
巻
二
百
五
十
二「
十
月
」（
入
れ
木
？
）
「
盈
」
良
巻
二
百
五
十
三「
五
月
行
崇
」
「
仲
」
普
通
巻
二
百
五
十
四「
政
和
丙
申
歳
正
月
日
行
崇
」
「
宗
」
普
通
巻
二
百
五
十
五「
乙
未
歳
八
月
」
「
盈
」
良
題
記
三
行
存
の
ケ
ー
ス
、
即
ち
「
福
州
衆
縁
寄
開
元
寺
雕
経
都
会
蔡
俊
臣
陳
詢
陳
靖
劉
漸
与
證
会
住
持
沙
門
本
明
恭
為
／
今
上
皇
帝
祝
延
聖
寿
文
武
官
僚
同
資
禄
位
雕
造
／
毘
盧
大
蔵
経
印
板
一
副
計
五
百
余
函
時
政
和
…
歳
…
月
日
勧
縁
沙
門
行
崇
謹
題
」
と
あ
る
。
こ
う
し
た
例
は
、
挙
げ
れ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
巻
二
百
五
十
六「
丙
申
十
月
日
行
崇
」と
あ
り
、
第
一
行
存「
…
…〔
ナ
シ
〕沙
門
本
明
恭
為
」の
み
印
刷
「
志
才
」
普
通
巻
二
百
五
十
七
「
逵
刊
」
良
巻
二
百
五
十
八
ナ
シ
良
巻
二
百
五
十
九
「
立
」
良
巻
二
百
六
十
「
賜
」
良
巻
二
百
六
十
一
成「
三
月
日
行
崇
」と
あ
り
、「
福
州
衆
縁
寄
開
元
寺
…
…
沙
門
本
明
恭
為
」の
み
印
刷
「
立
」
巻
二
百
六
十
二「
十
月
行
崇
」一
行
目
右
に
同
じ
。「
賜
」
良
巻
二
百
六
十
三
ナ
シ
良
巻
二
百
六
十
四「
丙
申
四
月
日
行
崇
」と
あ
り
、
一
行
目「
福
州
衆
縁
就
開
元
寺
…
…
」
ナ
シ
良
巻
二
百
六
十
五
ナ
シ
良
巻
二
百
六
十
六
「

高
」
良
巻
二
百
六
十
七
「
元
」
普
通
巻
二
百
六
十
八
ナ
シ
や
や
悪
巻
二
百
六
十
九
「
仲
」
良
巻
二
百
八
十
七
第
一
行
未
刷
、「
劉
照
造
」
ナ
シ
普
通
巻
二
百
八
十
九
題
記
三
行
存
、「
劉
照
造
」
「
逵
刀
」
普
通
刻
工
名
を
検
討
す
る
と
、
巻
二
百
五
十
一
な
ど
は
第
一
板
の
刻
工
名
「
劉
」
で
ほ
ぼ
確
実
に
原
刻
葉
か
、
と
推
定
で
き
、
題
記
第
一
行
が
「
福
州
開
元
禅
寺
住
持
伝
法
賜
紫
沙
門
本
明
与
蔡
俊
臣
陳
詢
陳
靖
劉
漸
等
募
等
縁
恭
為
」
と
あ
る
た
め
に
、
第
一
行
を
敢
え
て
刷
印
し
な
か
っ
た
の
か
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。
印
面
が
良
好
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
原
刻
葉
で
な
い
可
能
性
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
醍
醐
寺
蔵
大
蔵
経
の
刷
印
時
期
な
ど
を
勘
案
す
る
と
、
い
ず
れ
か
、
―１３―
と
も
決
し
難
い
の
で
あ
る
。
個
々
の
帖
の
印
面
に
直
接
当
た
っ
て
注
意
深
い
判
断
を
下
す
ほ
か
な
い
。
そ
の
際
、
題
記
第
一
行
未
刷
の
ケ
ー
ス
は
、
題
記
一
行
目
を
板
木
に
彫
刻
し
な
か
っ
た
、
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
題
記
一
行
目
を
敢
え
て
刷
ら
な
か
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
巻
二
百
八
十
七
第
一
行
未
刷
、「
劉
照
造
」
ナ
シ
普
通
巻
二
百
八
十
九
題
記
三
行
存
、「
劉
照
造
」
「
逵
刀
」
普
通
刷
り
手
（
印
造
者
）
が
同
じ
劉
照
で
あ
る
巻
二
百
八
十
七
・
二
百
八
十
九
は
巻
二
百
八
十
七
が
第
一
行
未
刷
、
巻
二
百
八
十
九
が
題
記
三
行
存
と
い
う
異
な
り
を
し
め
し
て
お
り
、
そ
の
理
由
に
就
い
て
も
今
後
の
課
題
と
し
て
残
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
題
記
第
一
行
未
刷
の
ケ
ー
ス
・
題
記
三
行
未
刷
空
白
の
事
例
は
、
題
記
第
一
行
を
「
福
州
開
元
禅
寺
住
持
伝
法
賜
紫
沙
門
本
明
与
蔡
俊
臣
陳
詢
陳
靖
劉
漸
等
募
等
縁
恭
為
」
と
作
る
原
刻
葉
と
題
記
第
一
行
を
「
福
州
衆
縁
寄
開
元
寺
雕
経
都
会
蔡
俊
臣
陳
詢
陳
靖
劉
漸
与
證
会
住
持
沙
門
本
明
恭
為
」
と
作
る
入
れ
木
修
補
葉
の
問
題
に
緊
密
に
絡
む
可
能
性
が
極
め
て
高
い
こ
と
が
予
想
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
て
多
く
の
問
題
点
が
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
そ
の
過
程
で
一
つ
の
重
要
な
事
実
が
浮
上
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
指
摘
し
、
こ
の
稿
を
終
え
た
い
。
開
元
版
の
題
記
第
一
行
を
め
ぐ
る
検
討
を
通
じ
て
、
仁
治
三
（
一
二
四
二
）
年
に
行
遍
が
東
寺
へ
施
入
し
た
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
六
百
巻
は
原
刻
で
、
極
め
て
早
印
、
初
印
に
近
い
も
の
で
あ
ろ
う
、
と
の
推
測
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
行
遍
は
、
十
二
世
紀
半
ば
頃
（
一
一
四
〇
年
代
）
以
前
刷
印
の
開
元
寺
版
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
六
百
巻
を
、
仁
治
三
（
一
二
四
二
）
年
に
東
寺
へ
施
入
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
施
入
の
ケ
ー
ス
を
考
え
る
と
き
、
中
国
に
お
け
る
刷
印
時
期
と
中
国
寺
院
な
ど
で
の
保
管
活
用
時
期
、
日
本
へ
の
舶
載
時
期
、
さ
ら
に
我
国
寺
社
な
ど
へ
の
施
入
時
期
を
明
確
に
区
分
し
て
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
思
い
至
る
の
で
あ
る
。
刷
印
時
期
か
ら
舶
載
時
期
ま
で
（
舶
載
時
期
か
ら
施
入
時
期
ま
で
）
の
時
間
的
な
「
ズ
レ
」
は
、
そ
の
間
の
唐
土
に
お
け
る
（
日
本
に
お
け
る
）
保
管
・
活
用
を
想
定
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
蔵
書
印
・
書
き
入
れ
（
墨
筆
・
角
筆
な
ど
）
の
丁
寧
な
検
討
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
醍
醐
寺
蔵
大
蔵
経
（
十
二
世
紀
末
期
頃
刷
印
）
の
舶
載
将
来
に
関
す
る

伝
承

に
つ
い
て
、
中
世
以
降
の
「
頼
賢
」
伝
の
欠
落
部
分
〈「
入
唐
」
を
め
ぐ
る
諸
相
〉
を
軸
に
し
た
一
記
事
を
提
示
し
た
い
。
も
ろ
も
ろ
の
可
能
性
の
ひ
と
つ
と
し
て
考
察
す
る
材
料
を
掲
出
す
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
頼
賢
（
意
教
）
の
伝
記
箇
所
と
の
関
連
な
ど
に
も
及
ぶ
も
の
で
あ
る
（
牧
野
「
中
世
前
期
学
僧
と
近
世
書
写
一
寺
院
縁
起
を
―１４―
め
ぐ
る
二
、
三
の
問
題
」『
実
践
国
文
学
』
７６
号
参
照
）。
宋
版
一
切
経
将
来
に
関
す
る
記
事
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
記
事
は
、
随
心
院
蔵
『
證
道
上
人
集
作
』
収
載
の
も
の
で
あ
る
。『
證
道
上
人
集
作
』
は
、
別
名
『
證
談
鈔
』
な
ど
と
も
呼
称
す
る
書
物
で
、
醍
醐
寺
な
ど
に
も
所
蔵
さ
れ
る
。
書
誌
事
項
な
ど
を
含
め
、
全
文
を
『
随
心
院
聖
教
と
寺
院
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
１
集
（
２
０
０
４
年
３
月
）
に
翻
刻
紹
介
し
た
の
で
参
照
願
い
た
い
。
實
賢
事
仰
云
實
ハ
勝
賢
ニ
遂
灌
頂
ハ
四
月
也
僧
正
ノ
化
界
ハ
七
月
ナ
リ
サ
ル
程
ニ
受
法
不
終
功
一
其
後
範
賢
並
静
遍
ニ
三
寶
院
方
ヲ
ハ
受
給
ケ
ル
ト
カ
ヤ
故
意
教
上
人
唐
本
ノ
一
切
経
ヲ
自
ラ
宋
朝
ヨ
リ
請
来
セ
ラ
レ
タ
リ
此
ノ
一
切
経
供
養
ヲ
酉
酉
ニ
テ
被
遂
一
導
師
ニ
ハ
實
賢
ヲ
召
請
シ
玉
ヘ
リ
其
時
實
賢
唱
導
ノ
次
ニ
面
ノ々
院
家
ヘ
参
テ
モ
可
申
一
候
ヘ
ト
モ
今
次
能
候
ヘ
ハ
述
懐
申
ヘ
シ
ト
テ
静
遍
ノ
許
ヨ
リ
三
寶
院
ノ
方
ヲ
ハ
伝
授
ス
其
外
尚
範
賢
ニ
相
承
ス
是
故
ニ
我
身
ハ
遍
知
院
ニ
ハ
孫
弟
也
相
構
門
徒
ノ
人
々
我
身
不
可
隔
一
云
々
本
書
に
は
、
二
十
九
丁
裏
に
成
立
に
関
す
る
原
奥
書
が
あ
る
。
寫
本
云
于
時
正
中
第
二
暦
沽
洗
三
月
下
旬
之
比
有
人
受
師
主
口
傳
一
当
流
書
籍
以
下
存
知
事
被
記
之
予
此
事
聞
得
テ
懇
望
之
間
被
許
披
覧
了
仍
此
三
帖
誠
七
旬
老
眼
寫
留
了
但
根
本
之
本
巻
物
即
雙
子
ニ
成
畢
金
剛
資
心
暁
七
十
二
才
こ
の
奥
書
に
拠
れ
ば
、
証
道
上
人
実
融
に
受
法
し
た
「
有
人
」
が
、
実
融
の
口
伝
に
よ
る
「
当
流
（
三
宝
院
カ
）
書
籍
以
下
存
知
事
」
を
記
し
留
め
た
も
の
で
あ
り
、
実
融
の
伝
法
を
知
る
上
で
極
め
て
貴
重
な
内
容
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
実
融
の
師
は
、
意
教
上
人
頼
賢
で
あ
り
、
こ
の
原
奥
書
を
文
字
通
り
信
ず
る
な
ら
ば
、
掲
出
の
一
項
「
実
賢
事
」
に
「
記
留
」
め
ら
れ
た
よ
う
に
、
意
教
上
人
は
「
唐
本
ノ
一
切
経
ヲ
自
ラ
宋
朝
ヨ
リ
請
来
」
し
、
実
賢
を
導
師
に
請
じ
て
醍
醐
寺
で
「
一
切
経
供
養
」
を
し
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
唐
土
よ
り
帰
国
し
て
間
も
な
い
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
、
と
思
わ
れ
る
。
＊
＊
＊
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ａ
）〔
課
題
番
号
（
２
０
２
４
２
０
１
５
）〕
の
分
担
研
究
に
拠
る
宋
版
大
蔵
経
の
調
査
を
基
底
に
据
え
た
成
果
で
あ
る
（
調
査
に
御
協
力
戴
い
た
同
学
諸
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
）。
ま
た
、
東
寺
蔵
宋
版
大
蔵
経
な
ど
の
調
査
デ
ー
タ
は
、
冒
頭
に
ふ
れ
た
京
都
国
立
博
物
館
で
の
口
頭
発
表
の
際
の
整
理
資
料
な
ど
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
―１５―
閲
覧
・
調
査
・
デ
ー
タ
活
用
に
御
許
可
を
頂
い
た
醍
醐
寺
・
知
恩
院
・
中
尊
寺
・
東
寺
に
対
し
深
甚
な
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
（
ま
き
の
か
ず
お
・
実
践
女
子
大
学
教
授
）
―１６―
